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本論文で提案されている手法の有効性は、マウスの約 1 万 5 千個のタンパク質配列に対する実験結果により示され
ている。 p 準完全完全連鎖法を使用した場合の探索した結果、実際にこれまで、に見付かっていない共通保存領域が探
索されていることが示されている。また、グラフ分割によるクラスタリング手法を用いた場合も、同様の結果がより
小さな計算量で得られることが示されている。これにより、従来手法で、は困難であった多くのタンパク質配列からの
共通保存領域探索が可能となり、計算機によるタンパク質配列解析の発展に大きく貢献している。よって博士(工学)
の学位論文として価値あるものとして認める。
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